
― ６月号 ― 
私には四人の娘がいまして、四人とも小学四年生から算数、理科を教え、私立中学に進学していきました。

十人十色と言いますが、長女と四女は文系で、次女と三女は理系が得意という風に、姉妹でも似ているようで

それぞれがちがうものですね。同じように育てて、同じように授業をしたつもりなのですが、数学を好きになったの

が次女と三女、反対に苦手だったのが長女と四女。特に長女には厳しく授業をしてしまったからか、算数が嫌い

になってしまいました。彼女は理系が苦手だったのですが、耳が良いのでしょうね、英語が得意になり、高校時

代には一年間オーストラリアに留学、大学では四年間ワシントン州立大学にて勉学に励みました。当然英語

の力は、英検１級、TOEIC スコアが９９０点満点中９８８点と、目を見張るものがあります。人の才能は人それ

ぞれであり、強制して能力を伸ばそうとするのではなく、生徒が伸びようとする方向にサポートすることが先生の

役割だと彼女から教わった気がします。 

その長女が、４月から明正の英会話教室     「Bright English Club」の幼児クラスを担当して
くれています。毎週土曜日の午後３：３０～４：２０の５０分の授業、その授業

の準備の為に、午前中から教室に赴き、大きい机を移動し、掃除をして、幼

児用の机と椅子を並べたり、床にゲームのためのテープを貼ったりと大変な作

業をしています。その姿を見て思わず私が「大変やな～」と声をかけると、彼

女から「これ、楽しいの。できればこういうことばっかりやっていたい」と返ってきた

のです。私は先生として彼女に負けたと思いました。教えることは私も好きな

のですが、準備までもが楽しいと

思ったことはありませんでした。彼女の英語にかける情熱はすごいも

のがありまして、英会話の教材作りや、５０分間の授業の進行予

定作り、授業が終わってからの反省会、幼い子にどうやったら英語

に興味を持ってもらえるか日々研究しているようです。暁中学の英

語の先生として、２児の母として、忙しい毎日なのですが、英語を

話せる子ども達を一人でも多く育ててくれればと願っています。 
 

 

 小４ ６月５日（月） ２科目、 小５ ６月６日（火）、９日（金） ４科目、 

小６ ６月５日（月）、８日（木） ４科目、 中１ ６月６日（火）、９日（金） ５科目 

中２ ６月５日（月）、８日（木） ５科目、 中３ ６月６日（火）、９日（金） ５科目 

私立中１、２ ６月７日（水）、１０日（土） ５科目  ※それぞれ授業時間にて実施 

 

英語検定 ６月４日（日） 準２・４級１０：００～、３・５級１３：３０～、２級１４：３０～ 

漢字検定 ６月１８日（日） 級不問 １０：００～、１５：００～ 
 

 ※中３生、高３生へ、内申に間に合うのはこの検定日のみです。 

検定日 ７月２３日（日） しめきり日 ６月１０日（土） ※厳守 

 

明正ゼミナールでの回収数が、累計２９１，５６０個となりました。（昨年同時期より１２，０００個増）  

明正では平成２０年から本活動に継続して参加しており、三重県内では一番の回収数となっております。 

回収したエコキャップは、世界の子どもにワクチンを 日本委員会（JCV）を通して、ポリオワクチン３６０人分と

して募金されました。皆さまのご協力に感謝しますと共に、引き続きご支援宜しくお願いいたします。 


